
需要不安と地政学リスクで売買交錯
NY原油先物相場は、1バレル=80ドル台で売買が交錯したが、週末に向けて87ドル台後半まで値上がり

し、10月4日以来の高値を更新した。米長期金利の急伸傾向は一服したが、需要環境に対する不信感が

残され、売買が交錯する不安定な地合になった。10月6日の81.50ドルで底入れしているが、製油所の

メンテナンスシーズン入りで米原油在庫が急増したこともあり、明確な方向性を打ち出せなかった。し

かし、10月13日の取引では改めて中東の地政学リスクを織り込む動きが優勢になった。

10月7日にパレスチナのイスラム組織ハマスがイスラエルに対して攻撃を行ってから1週間が経過した。

イスラエルは8日に報復攻撃を開始し、その後は激しい戦闘が繰り広げられている。15日時点では原油

供給に対する直接的な影響は確認されていないが、イスラエルが13日にガザ地区の住民に対して避難勧

告を行ったことで、近く本格的な地上戦が開始され、中東情勢が一段と不安定化するリスクへの警戒感

が織り込まれている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（10月12日時点）は、原油が前週比1,018万バレル増、

ガソリンが131万バレル減、石油精製品が184万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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需給ひっ迫と中東情勢で底固い展開に、イランの動向に要注意

2

【展望】

80ドル台で乱高下繰り返されているが、徐々に値固めから上

昇再開を打診しよう。北半球では製油所のメンテナンスシー

ズンに入っており、目先は米原油在庫の積み増しが促されや

すい。しかし、世界的な低在庫環境、在庫減少見通しに修正

を迫るには至らない見通しであり、マクロ需給要因から押し

目買い優勢の地合が続こう。WTI原油先物の受渡場所である

オクラホマ州クッシング地区の原油在庫は減少が続いている

ことはポジティブ。受渡需給のひっ迫が警戒され、期近限月

主導の上昇地合が支持されている。

10月12日に国際エネルギー機関（IEA）と石油輸出国機構

（OPEC）の月報が公表されたが、2023年の世界石油需要見

通しはIEAが小幅引き上げ、OPECが据え置きになった。北米

などの需要環境の悪化が報告されているが、中国の堅調な需

要環境によって相殺されている。中国主導の需要拡大見通し

は維持されている。

中東情勢は依然として流動的であり、イスラエルとハマスの

戦闘が続いているが、焦点はイランやサウジアラビアといっ

た主要産油国も紛争に巻き込まれるかになる。イスラエルは

ガザ地区でハマスの掃討作戦を展開する見通しであり、その

際にイランなど他のアラブ諸国がハマス支持の動きを強める

と、原油相場も吹き上げる可能性がある。ただし、現時点で

は供給障害は発生していない。

10月入りしてからは米長期金利の急伸が原油相場を圧迫して

いたが、米金融当局者が市場金利上昇で追加利上げの必要性

が低下しているとの認識を示している。米長期金利の急伸再

開で原油相場が値を崩すリスクは後退している。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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